
 

 

 

 

 

 

   寒 さ に 負 け ず に ！            

 今月は東京でも最低気温が氷点下となり、雪も降

りました。皆様お元気にお過ごしでしょうか。 

 本校Ｓ部門中３学年では、インフルエンザ等によ

る発熱した生徒が3分の1に達したことから、 

１６、１７日の２日間を学年閉鎖といたしました。 

 17～19 日は高等部の入学願書提出日となって

おり、提出できない生徒が出てしまうことが心配さ

れましたが、無事に予定者全員が出願し安堵いたし

ました。 

 昨年度はこの時期にＮ部門の虹輝祭を開催して

おりましたが、インフルエンザ等の感染が心配され

る時期であることから、今年度は2学期に開催時期

を移しました。結果として、虹輝祭に欠席する児

童・生徒もほとんどなく、良かったと思います。 

 これからも、インフルエンザの感染に注意する季

節が続きます。うがいと手洗い、保温、保湿、換気

には御家庭でも御注意いただけると幸いです。 

 

  ボ ッ チ ャ 大 会 結 果 報 告 ！         

 1月20日土曜日、葛飾区奥戸総合スポーツセン

ターにて第13回葛飾区ボッチャ大会が開催されま

した。本校からは、高度な技術を有する方が対象の

オープンクラスに「スーパーサイヤジンブルー」と

「Ｔｈｅバンビーズ」が参加しました。参加した他

のチームは成人チームばかりで、小学生、中学生、

高校生の混成チームは鹿本学園だけ！若さと勢い

では負けていません。 

「スーパーサイヤジンブルー」は健闘しましたが、

予選リーグで2敗して終了となりました。一方、 

「Ｔｈｅバンビーズ」は予選リーグで２勝し、決 

 

 

 

 

 

勝トーナメントに進出。残念ながら準決勝で埼玉ボ

ッチャクラブに負けましたが、3位を獲得しました。

今年もパラリンピック正式種目のボッチャがさら

に盛り上がりを見せてくれることを期待していま

す。 

 

  東京オリパラマスコット総選挙に参加！   

 

 1 月 22～26 日には東京都の小学生が参加する

東京２０２０オリンピックパラリンピックの公式

マスコットの校内選挙を行いました。参加したのは

Ｓ・Ｎ両部門の小学部の児童です。クラスごとに話

し合って、上記3つの候補作品から１クラス１作品

を決めて投票しました。校内選挙結果は1月30日

火曜日に発表の予定です。 

鹿本学園の児童が選んだマスコットは果たして

公式マスコットに選出されるのでしょうか？きっ

と子供たちの記憶に残る、東京オリンピック・パラ

リンピックのレガシーのひとつとなることでしょ

う。      鹿本学園校長  庄司 伸哉 
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 平成２９年１２月９日に、第４回Ｎ部門虹輝祭を開催いたしました。保護者や御家族の方々に加えて、地域

の方々や元教職員の方々といった多くの方に御来校いただき、学園生の日頃の学習成果を見ていただきました。

今日までの教育活動で学んできたことや、友達同士で協力し合ったり、助け合ったりしたことをこの虹輝祭の

発表の場でいかすことができたと思っております。虹輝祭開催にあたり、様々な面で皆様の御協力をいただい

たことに御礼を申し上げます。 

舞台発表では、小学部第１学年から中学部第３学年までの全学年が日頃の学習の成果を発表しました。どの

学年も、個性と創造性溢れる内容になっており、学年が上がるにつれて一人一人のできることが増え、達成感

に満ちた表情がとても印象的でした。また、体育館後方とＮ棟図工・美術室では図工・美術作品の展示発表も

行われました。児童・生徒の個性豊かな素晴らしい作品を御覧いただけたかと思います。 

舞台発表、展示発表ともに、児童・生徒が生き生きと取り組み、「できた」を実感できる行事となりました。

温かい御声援ありがとうございました。 

Ｎ部門 虹輝祭担当 杉本 奈  々

訪問学級には現在、Ｓ部門小学部５名、中学部４名、高等部１名の児童・生徒が在籍し、最大週３回（１回

２単位時間）学校から御家庭などへ訪問して授業を行っています。訪問授業では、一人一人の課題や体調に合

わせ、音楽（歌遊びや楽器を使った活動など）、国語・算数／数学（読み聞かせやパネルシアター、タブレット

端末を使用した学習など）、図工／美術（感触あそびや制作活動）などの教科学習、自立活動（身体の取り組み

など）、生活単元学習（季節に沿った単元や調理単元など）などに、御家庭の御協力のもと一対一で丁寧に関わ

り学べる良さを活かして取り組んでいます。小学部では、外界に心をひらき、関わりをつくっていくことを大

切にしています。中学部では、小学部での学習の積み重ねを基に、自立活動を中心とする学習、外界をとらえ

る力を高めたりすることなどを主目標とする学習を行っています。高等部では、進路や社会参加を踏まえた幅

広い課題に取り組んでいます。福祉制度などの活用に可能性を広げていくことも大きな課題になっています。 

 また、学年やグループの友達と一緒に通常授業を受けたり行事などへ参加したり、通常の訪問授業では難し

い「友達と一緒に学ぶ」ことや「集団参加」などを目的に、児童・生徒各々の体調やペースに合わせてスクー

リングを計画し、訪問生が学校生活を体験することも行っています。学年やグループ通信などを通して訪問生

の様子をお伝えすると共に、様々な形で皆さんと交流できることを願っています。          

Ｓ部門 中学部 訪問担当 関 紀子 


